
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          事  、主体 ・対話      か  よう ・・・ 

❶   事        設    

 

 

 ２つ 要件から、  内容や児童生徒 実 に応じた適切 課題を設定する。 

出番１   がい ある  課題にする 

  成果報告書 

P18、P19 

出番２ 自己選択・自己 定 ある  にする 

     事        、      か  、主体          こと でき よう ・・・ 

❶           示 、一人一人    状況 応じ       

    こと でき   環境     

 

 
 

❷ 何  こ で委ね か  極 、    こと フィードバック   

・        ・        ・         

・         ・        ・ ぶ         

出番３ 必要感 ある協働的    場をつくる 

個  か         と  よう ・・・ 

❶ 意図 、計画           位置    

 

 

❷     同士    よ           よう 、ファシリテート   

（ア）個々 課題に応じた小規模集団で 協働的    場 

（イ） 室 中 多様性を生かし、  を深めるため 協働的    場 

・違 や多様   を意識できるようにする 

・話し合う目 や  を明確にする 

・思考を  化する 

・問 返      合いにする 

・目     小集団で べるようにする                   

・児童生徒に     、 師が つ ぐ  

        過程  覚 、     つ ぐこと でき よう ・・・ 

❶  通 や探   面で、           設   

❷ 振 返    か 、             設   

出番４ 意味 ある振り返りにする 

   内容      過程（   ）    自己 変容・課題 発見 

    、          集団で    必要    

  成果報告書 

P２０、P２１ 

  成果報告書 

P２２、P２３ 

  成果報告書 

P２４ 

一 体   充      ４ つ    師  出 番   

❷  通  もつ活動 充    

  対象と 出合わせ を工夫し、児童生徒一人一人が、   目的やゴ ルを明確にし、 

  に向けた見通しをもつことができるようにしかける。 


